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主催 ： （社）国際経済労働研究所  （株）応用社会心理学研究所  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２ 参加関与型の組織を目指す運動～ 
戦後の労働運動の理論枠組みを提供してきた(社)国際経済労働研究所

が、20 年にわたり発信し続けているＯＮ・Ｉ・ＯＮ２プロジェクトは、

現状の組合のあり方に警鐘を鳴らし、組合という組織を“自らがメンバー

として参加し関わる「参加関与型組織」として再生していくことを目指す

運動です。その始まりは 1990 年、組合員の組合離れを解決すべく、複数

の組合と研究所とで開催したＯＮ・Ｉ・ＯＮ研究会でした。 

 「組合の求心力が失われてきている」「組合員が受身のお客様になって

しまっている」「組合の理念や意義が失われてきている」…そこで組合の

運動理念を再構築し、ＵＩ（ユニオン・アイデンティティ）を確立する運

動のために、研究所では組合の活動を「組合への関与」を軸に再点検し、関

与型の活動を展開することで、組合組織を「参加関与型」の組織に変えていくという考え方を発信したのです。 

 

～「組合関与」向上を目指して～ 
「組合への関与」 ―――組合員が本当に何とかしたい問題、叶えたい夢を実現するために、同じ志を持

つ人たちが集まって活動を展開していく、組合はそのためのステージである。ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２では組合

員の組合への受身の意識を、このように変えることを目指しています。そしてそれは、職場内外の問題を

人任せにせず、自分たちの会社を自分たちでよくしていこうという組合員を増やしていくことに他なりま

せん。 
 「組合への関与」 を高めていくということはどういうことなのか、 

  それは会社組織、風土に対してどのような意味を持つのか、 

   そして関与の高い組合員を育むことは、社会にとってどんな意味があるのか。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

◆日時  ２０１１年１１月２４日（木）      
    開場 12：30  開演 13：00  終了 16：30 頃 

◆会場  ワークライフプラザれあろ（全労済金山会館）３階 会議室１ 

   〒456-0002 名古屋市熱田区金山町 1-14-18 （金山駅徒歩５分） 

    金山総合駅南口を出て、正面のスクランブル交差点を渡り、南へ 200m、 

    信号交差点手前のＴ字路を左折して 50m 先、右手 

◆対象  労働組合支部執行委員以上  

◆参加費  １組織 15,000 円  

        （会場の都合上、１組織３名様程度まででお願いいたします）   
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（株）応用社会心理学研究所 
Tel ： ０６ - ６９４１ - ２１７１ （事務局 山本） 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 1 - 8 北浜東森田ビル５ F 
Fax ： 06 - 6941 - 2081 

（社）国際経済労働研究所 
Tel ： ０６ - ６９４３ - ９４９０ 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 3 - 14 大阪府立労働ｾﾝﾀｰ 4F 
Fax ： 06 - 6943 - 9540 

（株）応用社会心理学研究所 
Tel ： ０６ - ６９４１ - ２１７１ （事務局 山本） 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 1 - 8 北浜東森田ビル５ F 
Fax ： 06 - 6941 - 2081 

（株）応用社会心理学研究所 
Tel ： ０６ - ６９４１ - ２１７１ （事務局 荒川・山本） 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 1 - 8 北浜東森田ビル５ F 
Fax ： 06 - 6941 - 2081 

（社）国際経済労働研究所 
Tel ： ０６ - ６９４３ - ９４９０ 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 3 - 14 大阪府立労働ｾﾝﾀｰ 4F 
Fax ： 06 - 6943 - 9540 

（社）国際経済労働研究所 
Tel ： ０６ - ６９４３ - ９４９０ 
〒 540 - 0031 大阪市中央区北浜東 3 - 14 大阪府立労働ｾﾝﾀｰ 4F 
Fax ： 06 - 6943 - 9540 

今回のセミナーでは、ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２の基本的な考え方、ＯＮ・Ｉ・ＯＮ２調査のデータをもとにした

研究や各産業の組織との議論からの最新の知見をご紹介します。 

各組織で改めて、これからの労働組合や運動のあり方を考えるきっかけとしていただける内容です。 

１１/２４（木）名古屋 



  

 

 

 

 

 

社会心理学者。動機づけ、人間関係、組合関与な

ど研究分野は多岐にわたる。全国の主要労働組合

が参加した国際経済労働研究所第 30 回共同意識

調査ＯＮ･Ｉ･ＯＮ２をまとめ、ＯＮ･Ｉ･ＯＮ研究

会などの研究グループを主宰。研究の傍ら、近畿

大学（経営心理学）、龍谷大学（心理学）で教鞭

をとる。日本社会心理学会では自主シンポジウム

『社会心理学における「産・労・学」協同の可能

性』を研究会メンバーとともに発表。学会関係者

のみならず産業界・労働界からも注目を集めた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■お申込み方法 
・下記に必要事項を明記してＦＡＸでお送りいただくか、必要事項を記載した電子メールにてお申込み下さい。     
・お申込み確認はメールにてさせていただき、振込先をお知らせいたします。所定の期日までに指定口座にお振込み下さい。 
■定員  20 名 
■ご注意 

・録音、録画機器のお持込はご遠慮下さい。 

・レジュメは会場でお渡しします。参加者以外の方にお分けすることはできませんので、ご了承ください。 

■キャンセル規定 

・参加者様のご都合によるお取り消しの場合、セミナー当日より 14 日前までのキャンセルに関しましては、参加費を全額返金いたします。

振込み手数料はお客様の負担とさせていただき、振込手数料を差し引いた金額をお振込いたします。 

・セミナー当日より 13日前～当日に、キャンセルの場合は全額をキャンセル料として申し受けます。ご返金はいたしかねますので、 

 あらかじめ了承いただき、なるべく代理の方にご参加頂きますようお願いいたします。 

・代理の方への変更、もしくはご都合がつかない場合は、事前にメールもしくはＦＡＸにてご連絡ください。 

 

 
                                                                               計     名 

 

  ＦＡＸ：０６－６９４１－２０８１  e-mail：seminar2@aspect-net.co.jp 

 

１．社会心理学についての概論 
労働組合を見つめなおすために有効な 

視点を学ぶ 

２．労働組合の現状 
 組合員の組合離れはなぜおこるのか？ 

３．組織改造のための関与と評価 
 活動につながる調査のコツと調査データの活用方法 

４．日本的企業文化と労働組合 
会社はカネのかたまりか？ヒトのかたまりか？ヒト重視の企業統治を

担う、労働組合の役割を理解する 

５．組合関与の広がり 
顧客や社員にも、満足からエンゲージメント（関与）が問われるように

なってきた今、関与型組織としての労働組合のあり方を再確認する 
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講演内容 講 師 

（社）国際経済労働研究所

  専務理事兼統括研究員

     八木 隆一郎

約 290 組織 

200 万人の 

組合員意識調査

のデータからの

研究成果を 

一部ご紹介 


